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福
祉
セ
ン
タ
ー
閉
館
日
　
さ
や
ま
荘
／
12
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
き
荘
／
11
日
㈯
・
12
日
㈰
・
25
日
㈯
・
26
日
㈰

と
き　
5
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時 

と
こ
ろ　

さ
や
ま
荘
・
大
広
間 

定
員　
30
人（
先
着
順
）　

申
し
込

み
・問
い
合
わ
せ　
3
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
さ
や
ま
荘
☎
３
６
６
−

２
０
２
２さやりんおれんじカフェさやりんおれんじカフェ

　認知症の人や家族、地域の人など、だれ
でも気軽に集まり、仲間づくりや情報交換
をする場です。

げんきカフェ☎366－6535
とき　８日㈬午後２時～４時30分　ところ　げ 
んき館（茱 木三丁目）
さくらあつたかカフェ☎288－4381
とき　12日㈰午後２時～４時　ところ　さく
らの杜・半田（半田三丁目）
カフェおもちゃ館☎365－6688
とき　18日㈯午後２時～４時　ところ　リハ
ビリデイサービスおもちゃ館（西山台六丁目）
くみのきカフェ☎368－2772
とき　月～金曜日（祝日など休日を含む）午後
２時～４時　ところ　特別養護老人ホームく
みのき苑（東茱 木四丁目）
カフェ笑（しょう）☎320－8268
とき　５日㈰・19日㈰午前10時～午後３時 
ところ　デイサービス笑狭山（大野台七丁目）
※モーニングは利用料300円
里カフェ☎365－5878
とき　９日㈭・23日㈭午後１時～４時　とこ
ろ　介護老人保健施設さやまの里（岩室二丁目）
  

オレンジ色ののぼりが目印オレンジ色ののぼりが目印

利用料はいずれも100円

と
き　
①
7
月
22
日
㈮
・
②
９
月
30
日

㈮
・
③
令
和
５
年
１
月
20
日
㈮（
全
３

回
）　

集
合
場
所　
午
前
８
時
30
分
に

金
剛
駅
改
札
口　

対
象
　
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人　

コ
ー
ス
　
①
南
海
高
野

線「
金
剛
駅
」～「
河
内
長
野
駅
」～
近
鉄

長
野
線「
喜
志
駅
」～
金
剛
バ
ス「
聖
徳

太
子
御
廟
前
」～
叡
福
寺
～
西
方
寺
～

推
古
天
皇
陵
～
二
子
塚
古
墳
～
小
野
妹

子
墓（
解
散
）　

②
南
海
高
野
線「
金
剛

駅
」～「
河
内
長
野
駅
」～
近
鉄
長
野
線

「
古
市
駅
」～
野
中
寺
～
誉
田
八
幡
宮
～

応
神
天
皇
陵
～
白
鳥
陵
古
墳
な
ど（
解

散
）　

③
南
海
高
野
線「
金
剛
駅
」～「
新

今
宮
駅
」～
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線「
久
宝
寺

駅
」～
大
聖
将
軍
寺
～
物
部
守
屋
墳
～

鏑
矢
塚
～
弓
代
塚
な
ど（
解
散
）　

参
加

費
　
３
０
０
０
円（
交
通
費
・
昼
食
代
・

拝
観
料
・
入
館
料
な
ど
が
別
途
必
要
） 

定
員
　

25
人（
先
着
順
）　

申
し
込
み 

は
が
き
に「
あ
の
町
こ
の
町
再
発
見
」・

住
所
・
名
前（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

年
齢
・電
話
番
号
を
書
い
て
、〒
５
８
９

︱

０
０
０
５
狭
山
一
丁
目
８
６
２
︱

５

熟
年
い
き
い
き
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局
。
25
日
㈯
必
着

問
い
合
わ
せ　

熟
年
い
き
い
き
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
３
６
６
―

８
８
９
９

歴
史
探
訪「
あ
の
町
こ
の
町
再
発
見
」

河
内
三
太
子
を
訪
ね
る

　市役所職員をかたった詐欺電話が増加しています。保険料の還
付があるなどと、巧みに ATM へ誘導してきます。不審な電話を
受けた場合、一旦電話を置き、警察や家族へ相談しましょう。詐
欺電話には通話内容を録音できる「自動通話録音装置」も有効です。

市職員が還付金の案内でＡＴＭへ
誘導することはありません

自動通話録音装置を無償貸与
　電話を使った特殊詐欺被害を未然に防止す
るため「自動通話録音装置」を無償で貸与して
います。詳しくは、危機管理室へ問い合わせ
てください。
対象　高齢者（65歳以上）のひとり暮らしの世
帯、高齢者のみの世帯、日中に高齢者のみと
なる世帯

問い合わせ　危機管理室☎366－0011、黒山警察署☎362－1234

問い合わせ　高齢介護グループ☎349-9416

青
春
の

想
い
出
を

歌
う
会
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山
岡
伸
伍
さ
ん

（
79
歳
・
東
池
尻
）

精
一
杯
や
っ
て
い
る
と
、
み
ん
な
が

つ
い
て
き
て
く
れ
る
。
初
め
は
わ
か

ら
な
く
て
も
、
続
け
る
こ
と
で
や
り

が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

297

　

平
成
28
年
に
、
老
人
会
の
会
長
に
就
任
し
た
山
岡
さ
ん
。

　
「
老
人
会
で
は
、
地
域
の
人
が
心
も
体
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
い

き
い
き
百
歳
体
操
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
旅
行
を
年
に
１
回
開
催

し
た
り
、
毎
週
土
曜
日
に
は
、
農
協
女
性
部
が
主
催
す
る
朝
市
を
手
伝
っ

た
り
も
し
て
い
ま
す
」

　

会
長
に
就
任
し
た
当
初
は
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
退
職
す
る
ま
で
は
、
地
域
の
活
動
は
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
初
め

は
戸
惑
う
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
で
、

会
計
の
や
り
く
り
な
ど
で
、
前
年
ま
で
の
記
録
を
確
認
し
た
り
、
副
会
長

や
会
計
係
の
人
と
協
力
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
山
岡
さ
ん
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
活

動
で
す
。

　
「
ほ
か
の
地
区
で
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
し
て
い
る
こ
と
を
市
役
所
で

聞
き
、東
池
尻
地
区
で
も
始
め
よ
う
と
思
い
、一
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
と
体
を
動
か
せ
る
と
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ

る
の
で
う
れ
し
い
で
す
ね
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
ほ
か
の
地
区
の
団
体
な
ど
と
の
や
り
と
り
も
、
昔
な
じ
み
の
友

人
と
話
す
よ
う
で
楽
し
い
で
す
。
初
め
は
大
変
で
も
、
や
り
続
け
て
い
く

と
み
ん
な
が
つ
い
て
き
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」

　

今
後
の
目
標
を
伺
う
と
、

　
「
老
人
会
と
し
て
は
、
地
域
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
な
が
ら
、
今
の
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

会
長
の
仕
事
を
次
の
人
に
教
え
、
次
の
会
長
が
困
ら
な

い
よ
う
に
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。
個
人
と
し
て
は
、
趣

味
の
釣
り
や
旅
行
を
楽
し
み
た
い
で
す
。
そ
の
土
地
ご

と
に
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
る
の
で
、
勉
強
に
も
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
内
外
問
わ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
行
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
こ

ろ
に
足
を
運
ん
で
み
た
い
で
す
ね
」

　

趣
味
も
老
人
会
の
活
動
も
、
続
け
て
い
く
こ
と
が
や

り
が
い
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
地
域
の
人
の
喜
び
や
健

康
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
住
ん
で
い
て
、
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
健
康
な
人
で
あ
れ

ば
、
だ
れ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
主
な

仕
事
の
内
容
は
、
植
木
の
せ
ん
定
、
草

引
き
、
植
木
の
水
や
り
、
屋
内
外
清
掃
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集 

し
て
い
ま
す

ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者

の
自
宅
を
民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
す

　

６
月
か
ら
、
民
生
委
員
が
担
当
区
域

内
の
見
守
り
活
動
や
、
地
域
の
困
り
ご

と
の
相
談
な
ど
を
目
的
に
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
訪
問
し

ま
す
。

　

訪
問
し
た
と
き
に
、
災
害
な
ど
緊
急

時
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
基
礎

資
料
と
し
て
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
・
寝
た

き
り
高
齢
者
台
帳
」の
作
成
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
高
齢
介
護
グ
ル
ー
プ
☎

３
4
９
―

９
４
１
６

事
業
所
手
伝
い
、
家
事
手
伝
い
、
包
装
・

こ
ん
包
、
ち
ら
し
配
布
、
あ
て
名
書
き
、

施
設
管
理
、
一
般
事
務
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
３
６
６
―

２
２
７
７

国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、
40
年

の
納
付
済
期
間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎

年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
人
で
、
年

金
額
の
増
額
を
希
望
す
る
と
き
は
、
60

歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
10
年
を
満
た

し
て
い
な
い
人
は
、
70
歳
に
到
達
す
る

ま
で
は
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
海
外
在
住
で
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
も
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　

加
入
は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月
か
ら

と
な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
天
王
寺
年
金
事
務
所
☎

０
６
―

６
７
７
２
―

７
５
３
１
、
保
険
年

金
グ
ル
ー
プ
☎
３
４
９
―

９
４
７
３


